
秋 山 医 院 

藤岡市小林７４８-８ 

☎0274-22-8315 

平成 29年 9月（No 170） 

 

医院だより  

      
 

 
 

             
 

 

９
月 

別
名 

長
月
（な
が
つ
き
）、
建
戌
月
（け
ん
じ
ゅ

つ
げ
つ 

）
、
季
秋
（
き
し
ゅ
う
）
、
菊
月
（
き
く
づ
き
）
、

菊
開
月
（き
く
さ
き
づ
き
）、
紅
葉
月
（も
み
じ
づ
き
）

な
ど
。
長
月
は
、
夜
が
長
く
な
る
の
で
夜
長
月
か
ら

こ
う
呼
ば
れ
た
の
か
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
月
が
見

ら
れ
る
の
で
こ
の
様
に
謂
わ
れ
た
か
と
い
う
説
も
あ

り
ま
す
。 

『九
月
の
花
』 

薄
雪
草
（
う
す
ゆ
き
そ
う
）、
吾
亦
紅
（
わ
れ
も
こ
う
）  

ダ
リ
ア
、
桔
梗
（き
き
ょ
う
）
、
女
郎
花
（お
み
な
え

し
），
男
郎
花
（お
と
こ
え
し
）、
彼
岸
花
、
松
虫
草

（ま
つ
む
し
そ
う
）、
芙
蓉
（
ふ
よ
う
）、
秋
海
棠
（し
ゅ

う
か
い
ど
う
）、
宮
城
野
萩
（み
や
ぎ
の
は
ぎ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
日
草 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『九
月
の
言
葉
』 

『白
露
（は
く
ろ
）』大
気
が
冷
え
て
き
て
露
を
結
ぶ
こ
ろ
の 

 

 
 

こ
と
を
い
い
ま
す
。
よ
う
や
く
残
暑
が
引
い
て
き
て
本
格 

 
 

的
な
秋
の
訪
れ
が
来
ま
す
。 

『重
陽
の
節
句
』唐
時
代
の
暦
法
で
定
め
ら
れ
た
季
節
の
変

わ
り
目
の
こ
と
を
節
句
と
言
い
ま
す
。
奇
数
は
陽
と
さ
れ
、

陽
が
重
な
る
と
陰
に
な
る
と
言
わ
れ
、
こ
れ
を
避
け
る
た

め
に
行
事
が
行
わ
れ
た
が
、
重
陽
の
節
句
で
は
八
日
の
夜

に
菊
に
綿
を
か
ぶ
せ
て
九
日
に
露
で
湿
っ
た
そ
の
綿
で
身

体
を
拭
く
と
邪
気
が
は
ら
わ
れ
長
寿
に
な
る
と
か
、
菊

花
を
浸
し
た
お
酒
を
飲
む
と
悪
気
が
祓
わ
れ
る
と
考
え

た
。
一
月
だ
け
は
人
日
と
呼
び
正
月
七
日
に
行
わ
れ
、
以

下
、
上
巳
（三
月
三
日
）・端
午
（五
月
五
日
）・七
夕
（し

ち
せ
き
）・重
陽
（九
月
九
日
）。
九
は
陰
数
の
最
大
の
数

で
あ
る
の
で
と
く
に
祓
い
に
際
し
て
重
要
視
さ
れ
た
と
言

い
ま
す
。 

『秋
の
七
草
』萩
、
す
す
き
、
葛
、
な
で
し
こ
、
お
み
な
え
し
、

藤
袴
、
桔
梗 

 
 

 

秋
の
野
に
咲
き
た
る
花
を
指
（
お
よ
び
）
折
り 

か
き
数
ふ
れ
ば
七
種
（
く
さ
）
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
上
憶
良 

『空
の
日
』一
九
一
一
年
（明
治
四
十
四
年
）、
国
産
の
飛
行

船
が
東
京
上
空
一
周
飛
行
に
成
功
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ト

兄
弟
の
初
飛
行
の
わ
ず
か
七
年
後
で
し
た
。
人
類
の
夢
で

あ
っ
た
飛
行
は
、
や
が
て
戦
争
の
主
力
と
な
り
、
日
本
人

と
し
て
は
、
特
攻
隊
（太
平
洋
戦
争
沖
縄
戦
）・日
航
機



墜
落
事
件
（昭
和
六
十
年
）な
ど
数
々
の
悲
劇
の
記

憶
を
呼
び
起
さ
れ
ま
す
。 

『秋
分
』昼
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
日
で
、
こ
れ
か
ら
は

次
第
に
日
が
短
く
な
り
、
秋
が
深
ま
り
ま
す
。 

『中
秋
の
名
月
』旧
暦
で
は
七
～
九
月
を
秋
と
し
た
の
で

八
月
を
中
（
仲
）秋
と
呼
び
ま
し
た
。
今
年
の
十
五
夜

は
十
月
四
日
に
な
り
ま
す
。 

『中
秋
無
月
』中
秋
の
満
月
の
夜
に
、
空
が
曇
っ
て
し
ま
い

月
は
見
え
な
い
が
、
空
が
ほ
の
明
る
い
状
態
を
中
秋
無

月
、
月
の
雲
と
呼
び
ま
し
た
。 

『秋
霖
』よ
う
や
く
し
の
ぎ
や
す
い
秋
に
な
っ
た
と
思
う

こ
ろ
に
、
梅
雨
に
似
た
長
雨
が
続
く
こ
と
が
あ
り
、
こ

れ
を
秋
の
長
雨
、
秋
霖
、
秋
微
雨
と
呼
び
ま
す
。
秋

雨
前
線
の
停
滞
に
よ
り
ま
す
。  

空
仰
ぐ
ア
サ
ガ
オ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『九
月
の
暦
』 

 
  

一 

日  

二
百
十
日
、
関
東
大
震
災
記
念
日
、 

防
災
の
日 

 
 

 

二 

日 
 

富
山
八
尾
風
の
盆
（１
日
～
３
日
） 

宝
く
じ
の
日 

 
 

 

四 

日 
 

櫛
の
日
、
串
の
日 

 
 

 

七 

日 
 

白
露 

 
 

 

八 

日 
 

太
田
呑
龍
開
山
忌 

 
 

 

九 

日 
 

重
陽
、
救
急
の
日 

 
 

 

十 

日 
 

川
中
島
の
合
戦
（一
五
六
一
） 

 
 

 

十
一
日 

二
百
二
十
日 

 
 

 

十
四
日 

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
来
襲
（一
九
四
七
）死
者
行

方
不
明
は
一
五
二
九
名 

 
 

 

十
五
日 

 

老
人
の
日
、
老
人
週
間
（２
１
日
ま
で
） 

 
 

 
十
七
日 

 
 

 
 

 
十
八
日 

 

敬
老
の
日 

 
 

 

十
九
日 

 

（正
岡
）子
規
忌 

二
十
日 

 
彼
岸
入
り
、
空
の
日 

二
十
三
日  

秋
分
の
日
、
彼
岸
中
日 

二
十
四
日 

 

結
核
予
防
週
間 

二
十
六
日 

 

彼
岸
明
け 

二
十
七
日 

 

三
国
同
盟
（一
九
四
〇
） 

二
十
九
日 

 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
日
、
宣
長
忌 

 
   

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房
、 

白
井
明
大
「日
本
の
七
十
二
候
を
楽
し
む
」（東
邦
出
版
）、 

平
成
二
十
九
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

日
本
大
歳
時
記
・暮
ら
し
の
歳
時
記
（講
談
社
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『 

今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

 
 

 
  

  
   

   
   

   
   

   
   

 
 
 

    

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は 

 
 

十
二
月
三
日
（日
） 

平
成
三
十
年 

一
月
七
日
（日
） 

三
、
休
診
の
お
知
ら
せ 

 
 

九
月
十
六
日
（土
）  

十
一
月
二
十
四
日
（金
）、
二
十
五
日
） 

二
十
七
日
（月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

四
、
文
化
講
演
会
報
告 

キ
リ
ス
ト
教
は
何
を
教
え
て
い
る
の
か
？ 

第
５
回
（最
終
回
） 

『内
村
鑑
三
と
新
島 

襄
』 

講
師 

高
崎
日
高
教
会 

中
村
孝
志
牧
師 

 
 

 
 

 

期
日 

八
月
十
八
日(

金)

午
後
七
時 

      

会
場 

秋
山
医
院
待
合
室 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
、
文
化
講
演
会 

全
８
回
を
終
え
て 

 
 

平
成
二
十
八
年
十
月
か
ら
開
催
し
て
き
た
文

化
講
演
会
も
第
８
回
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
し

た
。 

第
１
回 

十
月
五
日 

 

真
言
宗
寿
楽
寺 

住
職 

関
原
光
雅
先
生 

 
 

 

『仏
教
の
教
え
』 

第
２
回 

十
一
月
二
十
五
日 

 

 
 

 

『ど
う
し
た
ら
よ
い
人
生
が
送
れ
る
か
？
』 

第
３
回 

平
成
二
十
九
年 

二
月
二
十
四
日 

 
 
 

『自
分
や
家
族
の
死
を
平
安
に
受
容
す
る
た 

め
に
仏
教
は
ど
う
教
え
て
い
る
の
か
？
』  

第
４
回 

三
月
十
七
日 

高
崎
日
高
教
会
牧
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
村
孝
志
先
生 

 
 

 
 

 

『
キ
リ
ス
ト
の
教
え
・・・
聖
書
の
４
つ
の
要
点
』 

第
５
回 

四
月
二
十
一
日 

 
 

 

『聖
書
が
教
え
る
人
間
と
は
？
』 

第
６
回 

五
月
二
十
六
日 

 
 

 

『毎
日
を
生
き
生
き
と
さ
せ
て
く
れ
る
聖
書
の
言

葉
』 

第
７
回 

六
月
二
十
三
日 

 
 

 

『
キ
リ
ス
ト
教
の
分
派
、
他
宗
教
と
の
違
い
』 

第
８
回 

八
月
十
八
日 

 
 

 

『内
村
鑑
三
と
新
島
襄
』 

 

感
想 

開
院
の
時
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
事
業
を
約
１

年
が
か
り
で
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
短
期

間
で
参
加
者
も
少
な
か
っ
た
が
、
わ
た
し
が
開
業

し
て
十
五
年
間
の
は
た
ら
き
の
中
で
は
、
一
番
大

き
な
事
業
で
あ
り
、
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。 

何
十
年
も
前
に
本
で
読
ん
だ
こ
と
、
親
か
ら
聞
い

た
こ
と
、
恩
師
の
言
葉
、
買
っ
た
ま
ま
で
読
ま
ず

に
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
て
い
た
本
が
、
あ
る
時
ふ
っ
と

思
い
出
し
て
、
手
に
と
っ
て
パ
ラ
パ
ラ
と
ペ
ー
ジ
を

め
く
っ
て
た
ら
、 

『あ
あ
、
こ
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
』 

と
光
を
放
つ
瞬
間
、
そ
う
い
っ
た
経
験
を
み
な
さ

ん
も
さ
れ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
回
の
講
演
会
が
、
一
時
的
に
忘
れ
去
ら
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
生

の
ど
こ
か
の
一
番
大
切
な
場
面
で
、
か
な
ら
ず
や

光
を
放
つ
時
が
あ
る
こ
と
を
私
は
信
じ
て
い
ま

す
。 

七
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

八
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
前
日
ま
で
に
受
付
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
榴
（ざ
く
ろ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



九
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇

h
ttp

:/
/
w
w
w
.raijin

.co
m

/
ken

ko
/ 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ほ
う
ず
き  

 

 
 

 
 

惜
別
の
歌 

 
 

 
 

作
詞 

島
崎
藤
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

作
曲 

藤
江
英
輔 

 
 

 

一
、
遠
き
別
れ
に 

た
え
か
ね
て 

 
 

 

こ
の
高
殿
（た
か
ど
の
）
に 

登
る
か
な 

 
 

 

悲
し
む
な
か
れ 

わ
が
友
よ 

    

旅
の
衣
を 

と
と
の
え
よ 

二
、 

別
れ
と
い
え
ば 

昔
よ
り 

 
 

 

こ
の
人
の
世
の 

常
な
る
を 

 

 
 

 

流
る
る
水
を 

眺
む
れ
ば 

 
 

 

夢
は
ず
か
し
き 

涙
か
な 

三
、
君
が
さ
や
け
き 

瞳
（
め
）の
い
ろ
も 

 
 

 

君
く
れ
な
い
の 

唇
も 

 
 

 

君
が
み
ど
り
の 

黒
髪
も 

 
 

 

ま
た
い
つ
か
見
ん 

こ
の
別
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（昭
和
十
九
年
）  

 
 

  

昭
和
十
九
年
、
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
軍
需
工
場
に
駆 

   

り
出
さ
れ
て
い
た
予
科
学
生
（学
部
に
行
く
前
の
学
生
） 

た
ち
に
も
召
集
令
状
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

東
京
板
橋
の
造
兵
廠
（兵
器
・弾
薬
・戦
闘
車
両
な
ど
の

製
造
修
理
を
担
当
）で
働
く
中
央
大
学
の
学
生
に
も
令

状
が
来
た
時
、
同
じ
職
場
に
動
員
さ
れ
て
い
た
東
京
女

子
高
等
師
範
学
校
（現
在
の
お
茶
の
水
女
子
大
学
）の

女
学
生
た
ち
が
、
召
集
さ
れ
る
学
生
た
ち
に
、 

 

島
崎
藤
村
の
『若
菜
集
』の
中
か
ら
『高
楼
（た
か
ど
の
）』 

の
一
部
を
抜
粋
し
て
送
っ
た
。 

も
と
も
と
は
嫁
い
で
ゆ
く
姉
に
妹
が
別
離
を
惜
し
む
内 

容
だ
っ
た
が
、
原
作
の
「わ
が
あ
ね
よ
」を
「わ
が
友
よ
」に 

変
え
て
、
親
し
い
友
と
の
別
れ
を
惜
し
む
歌
と
し
た
。 

 

や
が
て
戦
争
は
終
わ
っ
た
が
、
多
く
の
若
人
た
ち
は 

つ
い
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
つ
か
こ
の
歌 

も
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
九
年
、
東
京
の
西
武
新
宿
駅
前
に
う
た 

ご
え
喫
茶
「灯
」が
開
店
し
、
う
た
ご
え
運
動
の
象
徴
的 

存
在
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
蘇
っ
た
「ト
ロ
イ
カ
」「カ
チ
ュ
ー
シ 

ャ
」「赤
と
ん
ぼ
」「里
の
秋
」「北
帰
行
（ほ
っ
き
こ
う
）」 

「北
上
夜
曲
」な
ど
と
と
も
に
「惜
別
の
歌
」も
復
活
し
、 

映
画
音
楽
と
し
て
小
林
旭
が
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、 

た
ち
ま
ち
全
国
に
広
ま
っ
て
行
っ
た
。 

歌
が
よ
み
が
え
る
も
よ
い
、
ま
た
廃
れ
て
い
く
も
よ
い
、 

た
だ
青
春
を
空
し
く
戦
場
に
散
ら
し
た
多
く
の
若
者
が 

い
た
と
い
う
民
族
の
記
憶
を
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
あ 

っ
て
は
な
ら
な
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
考 

学
習
研
究
社 

私
の
心
の
歌
（秋
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

月曜 Ｃ型肝炎の新治療薬 

火曜 高血圧と薬 

水曜 肺炎と結核 

木曜 ぐっすり眠るための工夫 

金曜 皮膚科の軟膏処置について 

土日 歯科からみた顔のゆがみ 

http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


け
ん
こ
う 

（ 

九
十
四
） 

健
康
診
断
の
利
用
に
つ
い
て 

は
じ
め
に 

 
 

１
年
に
１
回
、
健
康
診
断
が
行
わ
れ
て
い
ま
す 

が
、
自
分
の
健
診
の
結
果
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

ど
ん
な
検
査
が
行
わ
れ
、
ど
こ
が
心
配
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
か
？
何
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
か
？  

今
回
は
、
身
近
な
健
診
に
つ
い
て
整
理
し
ま
し
た

の
で
自
分
で
も
健
診
結
果
を
チ
ェ
ッ
ク
し
活
用
に

役
立
て
て
下
さ
い
。  

一
、
健
康
診
断
の
目
的 

 
 

１
．
生
活
習
慣
病
や
が
ん
は
初
期
に
は
症
状
が 

 

 
 

 
 

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
自
覚
症
状
に
頼
っ
て
い
て 

 
 

 
 

も
健
康
状
態
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
健
診
に
よ 

 
 

 
 

り
早
期
に
異
常
が
発
見
さ
れ
ま
す
。 

 
 

２
．
ま
た
健
診
で
生
理
的
な
機
能
状
態
（低
下
） 

 
 

 
 

を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
に
対
応
し
た 

 

 
 

 
 

生
活
設
計
（勤
務
計
画
）を
立
て
る
こ
と
が 

 
 

 
 

で
き
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま 

 
 

 
 

す
。 

 

二
、
健
康
診
断
（
健
診
）
の
受
け
方
、
利
用
法 

 
 

１
．
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
隠
れ
た
病
気
の
早
期
発
見
に
役 

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
だ
症
状
が
起
き
な
い 

う
ち
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

２
．
健
診
は
病
気
の
可
能
性
が
あ
る
人
を
振
る
い
分
け
、 

精
密
検
査
を
受
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
知
ら
せ
る
検

査
で
す
。  

３
．
人
間
ド
ッ
ク
で
は
「自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
ん 

だ
」と
い
う
目
的
意
識
を
持
っ
て
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。  

４
．
検
査
の
判
定
は
『異
常
な
し
』『要
再
検
査
』『要
精 

 

密
検
査
』
『
要
受
診
』
『
要
治
療
』
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

基
準
値
と
は
、
健
康
な
人
の
集
団
の
検
査
値
を
も

と
に
、
そ
の
９
５
％
の
人
が
含
ま
れ
る
範
囲
を
統
計

的
に
求
め
た
も
の
で
す
。  

５
．
基
準
値
か
ら
外
れ
た
項
目
が
あ
っ
て
も
、
総
合
判 

定
が
『異
常
な
し
』で
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
心
配
し
な
く

て
も
よ
い
の
で
す
。  

６
．
も
と
も
と
症
状
が
な
い
人
を
対
象
に
し
て
い
る
も 

の
な
の
で
、
症
状
が
な
く
て
も
、
異
常
の
判
定
が
出

た
ら
精
密
検
査
を
受
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
。  

７
．
経
年
的
変
化
を
比
較
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
デ 

ー
タ
を
と
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
あ
な
た
は

自
分
の
健
康
管
理
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？ 

た
と
え
ば
、
１
回
ご
と
の
検
査
結
果
が
基
準
内
で
あ

っ
て
も
、
経
時
的
に
下
降
、
ま
た
は
上
昇
し
て
い
る
と

き
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

逆
に
、
あ
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
が
常
に
高
値
だ
け
れ
ど
、  

 

経
時
的
に
変
化
し
て
い
な
い
人
の
場
合
、
異
常
な 

 

い
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。  

三
、
健
診
で
行
わ
れ
る
主
な
検
査 

 

１
．
身
体
計
測 

 

 

２
．
血
圧
測
定 

 

 

３
．
血
液
検
査 

 

 

４
．
尿
検
査 

 

 

５
．
便
検
査 

 

 

６
．
細
胞
診 

 

 

７
．
生
理
機
能
検
査 

 

 

８
．
画
像
検
査 

 

 

９
．
感
覚
器
の
検
査
（視
力
、
眼
圧
、
眼
底
、
聴
力
）  

１
０
．
そ
の
他
の
検
査
（
乳
房
視
触
診
、
内
診
、
直
腸 

 

指
診
、
骨
密
度
）  

四
、
が
ん
検
診
と
し
て
行
わ
れ
る
主
な
疾
患 

 

１
．
胃
が
ん 

 

２
．
大
腸
が
ん 

 

３
．
肺
が
ん 

 

４
．
乳
が
ん 

 

５
．
子
宮
が
ん 

 

６
．
前
立
腺
が
ん 

五
、
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
検
査 

 

胃
が
ん  

 

１
．
Ｘ
線
検
査  

 
 

 

２
．
内
視
鏡
検
査  

大
腸
が
ん  



 
 

１
．
便
潜
血
検
査  

２
．
直
腸
指
診
（触
診
）  

 
 

３
．
注
腸
検
査  

 
 

４
．
大
腸
内
視
鏡
検
査  

肺
が
ん  

 

１
．
胸
部X
線
検
査  

 

２
．
喀
痰
検
査
（喀
痰
細
胞
診
）  

 

３
．
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査  

乳
が
ん  

 
  

１
．
視
触
診  

 
  

２
．
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ  

 
  

３
．
超
音
波
検
査  

 

子
宮
が
ん  

 

１
．
婦
人
科
診
察
（内
診
）  

 
  

２
．
子
宮
頚
部
細
胞
診  

 
  

３
．
超
音
波
検
査  

前
立
腺
が
ん  

 
 

１
． 

Ｐ
Ｓ
Ａ
（腫
瘍
マ
ー
カ
ー
）  

 
 

２
．
直
腸
指
診
（触
診
）  

六
、
そ
の
他
の
検
査 

  

１
．
肥
満
と
や
せ
の
検
査 

  

２
．
血
圧
の
検
査 

３
．
糖
尿
病
（糖
代
謝
）の
検
査 

４
．
脂
質
異
常
症
（高
脂
血
症
）の
検
査 

５
．
肝
機
能
の
検
査 

６
．
尿
酸
代
謝
（痛
風
）の
検
査 

７
．
血
液
一
般
検
査
（貧
血
そ
の
他
） 

８
．
胃
の
検
査 

９
．
大
腸
の
検
査 

１
０
．
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査 

１
１
．
肺
機
能
の
検
査 

１
２
．
心
臓
の
検
査 

１
３
．
腹
部
超
音
波
検
査 

１
４
．
腎
臓
・尿
路
の
検
査 

１
５
．
目
の
検
査 

１
６
．
聴
力
検
査 

 七
、
動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
起
こ
る
主
な
病
気 

 
  

 
八
、
生
活
習
慣
の
修
正
の
ポ
イ
ン
ト 

 

 
 

 
 

 
 

          

八
、
生
活
習
慣
の
修
正
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
考 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
『き
ょ
う
の
健
康
』 

       



院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（ 

百
四
十
一
） 

 
日
野
原
重
明
先
生 

 

◇
昭
和
６
０
年
に
藤
岡
地
区
の
総
合
病
院
の
外 

科
で
一
番
年
長
と
な
り
、
責
任
が
任
さ
れ
る
こ 

と
に
な
っ
た
。 

◆
同
じ
年
に
日
航
機
墜
落
事
故
が
あ
り
、
４
人 

の
生
存
者
の
診
療
に
携
わ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
年 

病
院
は
病
棟
増
築
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
最
中
で 

あ
り
、
疲
労
が
重
な
り
痛
風
発
作
を
起
こ
し
て 

し
ま
い
、
整
形
外
科
に
い
た
同
級
生
に
ギ
ブ
ス
を 

巻
い
て
も
ら
い
、
松
葉
杖
で
回
診
し
て
い
た
時
期 

が
あ
っ
た
。 

◇
手
術
に
関
し
て
は
、
生
来
、
不
器
用
だ
っ
た
の 

で
、
藤
岡
への
転
勤
が
決
ま
っ
た
時
に
「手
術
に
際 

し
、
な
ん
で
も
自
分
で
や
ろ
う
と
し
な
い
で
無
理 

だ
と
考
え
た
時
は
で
き
る
人
に
頼
ん
で
や
っ
て
も 

ら
い
な
さ
い
」
と
外
科
学
教
室
の
大
先
輩
か
ら
諭 

さ
れ
た
。 

◆
そ
れ
で
は
検
査
の
方
で
上
手
に
な
ろ
う
か
と 

考
え
た
が
、
胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
内
視
鏡
検
査
を 

や
り
た
い
若
い
医
者
が
多
い
こ
ろ
で
、
こ
こ
の
病 

院
は
検
査
数
が
多
か
っ
た
た
め
、
大
学
の
教
室
か 

ら
の
研
修
希
望
者
が
た
く
さ
ん
い
た
時
期
だ
っ
た
。 

 

そ
れ
が
目
的
で
来
て
く
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
私
が 

や
り
た
い
分
も
、
若
い
医
師
に
譲
っ
て
や
ら
な
け
れ 

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
若
い
医
者
だ
け 

働
か
せ
て
自
分
は
さ
ぼ
っ
て
い
る
と
批
判
す
る
者
も 

あ
っ
た
。
波
騒
で
あ
る
。 

◇
何
か
他
の
人
が
や
っ
て
な
い
こ
と
を
や
り
た
い
と
い 

う
気
持
ち
は
あ
っ
た
が
、
時
代
の
花
形
に
な
る
よ
う 

な
題
材
は
見
つ
か
ら
ず
、
胃
の
手
術
後
や
炎
症
性 

腸
疾
患(

潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
な
ど)

の
栄 

養
障
害
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
人
気
の
な
い
地
味
な
分 

野
だ
っ
た
の
で
一
人
で
勉
強
し
て
い
た
。 

◆
国
内
留
学
で
何
か
の
技
術
も
身
に
つ
け
た
い
気
持 

ち
も
あ
っ
た
が
、
職
場
を
空
け
ら
れ
る
立
場
で
は
な 

か
っ
た
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
文
献
や
ビ
デ
オ
な
ど
で
独
学 

し
て
い
た
。
手
術
で
は
前
日
ま
で
手
術
の
ビ
デ
オ
を 

繰
り
返
し
見
て
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、 

紙
に
書
い
た
臓
器
で
切
っ
た
り
貼
っ
た
り
の
手
術 

練
習
を
し
、
布
団
に
入
っ
て
も
頭
の
な
か
で
イ
メ
ー 

ジ
作
り
を
し
て
い
た
。 

◇
そ
ん
な
折
で
あ
る
、
死
を
テ
ー
マ
に
し
た
論
文 

で
日
野
原
先
生
の
存
在
を
知
っ
た
。
調
べ
て
行
く
と 

ほ
か
に
も
多
く
の
分
野
に
深
い
洞
察
を
し
て
お
ら
れ 

る
こ
と
を
知
り
、
『あ
あ
、
こ
の
人
だ
』、
直
接
の
指 

導
は
受
け
ら
れ
な
い
ま
で
も
、
書
物
を
通
し
て
医
学 

の
師
と
し
て
教
わ
っ
て
行
こ
う
と
決
心
し
た
。 

◆
そ
の
後
、
先
生
の
『生
き
方
上
手
』と
い
う
著
書
が 

ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
と
な
り
一
般
の
人
に
も
知
ら
れ
る 

よ
う
に
な
っ
た
。
医
師
と
言
う
と
国
民
は
負
の
イ
メ 

ー
ジ
を
も
つ
こ
と
が
多
か
っ
た
が
先
生
の
出
現
で
、 

医
師
の
イ
メ
ー
ジ
も
だ
い
ぶ
よ
く
な
っ
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ユ
ー
リ
ー
グ
社
出
版
『生
き
方
上
手
』 

 

◇
お
人
柄
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
こ
と
の
影
響
が 

大
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
同
程
度
に
京
都
大
学
卒
業 

後
、
大
学
権
威
を
は
な
れ
て
東
京
聖
路
加
病
院
に 

奉
職
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

◆
お
顔
も
声
も
知
ら
ず
に
、
た
ま
た
ま
手
に
し
た
終 

末
期
医
療
の
本
で
読
ん
だ
文
章
が
す
な
お
に
受
け 

入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
た
く
さ
ん
の
著
書 

を
読
ん
だ
。
著
書
の
な
か
で
カ
ナ
ダ
の
内
科
医
ウ
イ 

リ
ア
ム
・オ
ス
ラ
ー
博
士
の
『平
静
の
心
』を
紹
介
さ 

れ
、
『今
日
の
診
療
に
全
力
を
尽
く
せ
、
明
日
の
こ 

と
は
考
え
る
な
』と
い
う
言
葉
と
出
合
っ
た
。
オ 

ー
ス
ト
リ
ア
の
精
神
科
医
、
心
理
学
者
、
Ｖ
・Ｅ
・ 



フ
ラ
ン
ク
ル
が
自
ら
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所 

の
経
験
を
書
い
た
『夜
と
霧
』と
の
出
会
い
も
先 

生
の
導
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
は
『人
生
に
期
待 

す
る
の
で
は
な
く
、
人
生
が
あ
な
た
に(

あ
な
た
は 

こ
ん
な
絶
望
の
な
か
に
あ
っ
て
も
希
望
を
持
ち
続 

け
い
い
人
生
を
完
成
し
て
下
さ
い
と)

期
待
し
て
い 

る
の
で
す
』と
い
う
言
葉
が
胸
を
打
ち
ま
す
。 

 

◇
日
野
原
先
生
の
主
な
経
歴
を
記
し
ま
す
。 

 

明
治
四
十
四
年
（１
９
１
１
年
） 

十
月
四
日 

両
親
と
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
の 

次
男
と
し
て
誕
生 

 
 

 

大
正
十
年
（１
９
２
１
年
） 

十
歳
、 

急
性
腎
臓
炎
で
休
学
中
、
ア
メ
リ

カ
人
宣
教
師
の
妻
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
始

め
る
。 

昭
和
七
年
（１
９
３
２
年
） 

二
十
二
歳
、
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
に
入

学 

昭
和
八
年
（１
９
３
３
年
） 

二
十
三
歳
、
結
核
で
休
学
、
医
師
に
な
る

こ
と
を
断
念
す
る
こ
と
あ
り
。 

昭
和
九
年
（１
９
３
４
年
） 

二
十
四
歳
、
復
学 

昭
和
十
二
年
（１
９
３
７
年
） 

二
十
七
歳
、
医
学
部
卒
業 

昭
和
十
六
年(

１
９
４
１
年) 

三
十
一
歳
、
聖
ル
カ
病
院
の
内
科
医 

昭
和
四
十
五
年(

１
９
７
０
年) 

六
十
歳
、
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
に
遭
遇
、

こ
れ
を
契
機
に
自
己
の
内
科
医
と
し
て
の
名
声

を
追
求
す
る
生
き
方
を
止
め
た
。 

 
 

 

昭
和
四
十
九
年(

１
９
７
４
年) 

六
十
四
歳)

聖
ル
カ
国
際
病
院
退
職
、
聖
ル
カ

看
護
大
学
学
長(

第
４
代)

就
任 

 
 

 

平
成
四
年(

１
９
９
２
年) 

八
十
二
歳
、
聖
ル
カ
国
際
病
院
院
長
就 

 

任
、
無
給
で
院
長
を
務
め
る(

～
八
十
六
歳) 

 

平
成
五
年(

１
９
９
３
年) 

八
十
三
歳
、 

日
野
原
記
念 

ピ
ー
ス
ハ  

 
 

 
 

ウ
ス
病
院
設
立 

平
成
七
年(

１
９
９
５
年) 

八
十
五
歳
、
全
日
本
音
楽
療
法
連
盟(

現
日
本

音
楽
療
法
学
会)

会
長
に
就
任
、 

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
の
救
出
作
業 

     

指
揮
。 

平
成
十
二
年(

２
０
０
０
年) 

九
十
歳
、
新
老
人
の
会
、
会
長
に
就
任 

 
 

平
成
十
三
年(

２
０
０
１
年) 

九
十
一
歳
、
ユ
ー
リ
ー
グ
社
出
版 

『生
き
方
上
手
』は
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
（２
０
１
４
年
） 

百
二
歳
、
大
動
脈
弁
狭
窄
症
と
診
断
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
（２
０
１
５
年
） 

百
三
歳
、
心
房
細
動
と
診
断 

 
 

平
成
二
十
九
年(

２
０
１
７
年) 

百
五
歳
、
七
月
十
八
日
、
死
去 

 

◆
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
に
遭
遇
さ
れ
た
時
と
っ
さ
に

ご
自
分
の
脈
を
と
っ
た
と
い
う
お
話
は
心
に
残
る
。 

サ
リ
ン
事
件
で
の
聖
路
加
国
際
病
院
の
災
害
に
対 

す
る
備
え
・
体
制
・反
応
の
的
確
さ
を
記
し
た
記
録 

を
『
日
本
醫
事
新
報
』で
、
私
は
息
を
の
ん
で
何
度
も 

読
み
返
し
た
。
そ
し
て
日
航
機
墜
落
事
件
の
経
験 

者
と
し
て
、
言
い
よ
う
の
な
い
劣
等
感
と
挫
折
感 

を
、
以
来
三
十
年
以
上
、
抱
き
続
け
て
い
る
。 

◇
ユ
ダ
ヤ
・キ
リ
ス
ト
教
で
は
人
間
は
一
個
の
土
器 

（か
わ
ら
け
）に
た
と
え
ら
れ
る
。
生
き
て
い
る
間
に 

そ
の
器
の
な
か
に
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
命
を
汲
む
こ
と 

が
で
き
る
か
、
日
野
原
先
生
は
そ
れ
を
私
た
ち
に
教 

え
て
下
さ
り
、
イ
エ
ス
様
の
も
と
に
行
か
れ
た
。 

ま
さ
に
『主
の
栄
光
を
あ
ら
わ
す
も
の
』と
し
て
の
御 

生
涯
で
あ
っ
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


